






五
八

葉

t 

1=1 

の

オ

adyν

「
逆
言
、
タ
ハ
ヨ
ト

狂

言

考

」

(

『

第

十

三

集

』

〉

。

の
用
語
、
む
ろ
ん
そ
の
規
定
に
従
う
(
『
一

。
以
下
漢

(

ロ

〉

に
よ
っ
て
、

私

国'u

(幻〉
な
ど
)
。
土
橋
同
右
、

の
訓
点
は

『
校
本
日

(

日

)

(

比

〉

一
』
に
よ
る
。

ミ
コ
ト
ノ
リ
は
、
本
来
そ
の
言
い
表
わ
し
と
し
て
有
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
る
。
な
お
、
有
と
切
れ
に
つ
い
て
、
別
稿
「
切
れ
と
続
き
」
(
奈

良
女
子
大
学
園
文
研
究
室
『
叙
説
』
十
二
号
)
に
述
べ
る
。

(
日
〉
吉
井
巌
氏
「
孤
独
な
皇
子
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
(
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話

一一』)。

(
日
)
以
下
国
歌
大
観
番
号
〈
旧
)
の
み
を
記
す
の
は
、
す
べ
て
高
葉
集
の
歌
。

日
本
古
典
文
学
全
集
『
高
葉
集
』
(
小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
佐
竹
昭

広
氏
校
注
)
に
よ
る
。

(
げ
〉
津
潟
久
孝
『
高
葉
集
注
稗
』
。

(
凶
〉
伊
藤
博
氏
「
万
葉
人
と
言
霊
」
(
『
高
葉
集
講
座
第
三
巻
言
語
と

表
現
』
)
。

(
凶
)
中
華
書
局
版
『
漢
書
』
。

(
却
)
周
の
国
を
対
象
と
し
た
も
の
を
指
す
か
。

(
幻
)
伊
藤
博
氏
、
前
掲
論
文
。

(
幻
)
太
田
善
麿
氏
、
前
掲
書
。

(
幻
〉
「
巷
の
占
と
云
は
、
往
来
す
る
人
の
言
葉
を
聞
き
て
、
吉
凶
を
さ
と

る
事
を
云
。
今
も
辻
占
と
云
此
義
也
」
(
「
童
蒙
抄
」
)
。

(
M
A
)

太
田
善
麿
氏
、
前
掲
書
。

(
お
)
こ
の
よ
う
に
-
記
し
て
、
本
稿
は
、
上
代
に
於
け
る
呪
文
の
間
一

学
的
な
問
い
と
し
て
残
す
。

ハ
筑
)
妖
言
や
逆
が
オ
ヨ
ヅ
レ
と
訓
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

(

お

)

(

却

)

(

却

)

に
よ
る
。

9 

」。

「
コ
ト
」
が
琴
の
意
で
な
い
は
、
皇
極
紀
岩
崎
本
に
求
め

、
な
お
「
琴
コ
ト
」
「
言
コ
ト
」
|
名
義
抄
)
。
直

し
難
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
状
況
か
ら
考
え
て
も
そ

こ
の

ら
れ
る
(

ち
に
上
代
に
一
一
一

の
蓋
然
性
は
高
い
。

類
型
は
三
首
あ
る
。

ヨ

エ

オ

ト

今
夜
の
お
ほ
つ
か
な
き
に
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
な
る
声
の
音
の
遁
け
さ

(
十
・
一
九
五
二
〉

此
の
頃
の
秋
の
朝
明
に
霧
隠
り
妻
呼
ぶ
鹿
の
音
の
さ
や
け
さ
(
十
・

二
一
四
一
)

夏
山
の
木
末
の
し
げ
に
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
響
む
な
る
戸
の
遁
け
さ

(
八
・
一
四
九
四
・
家
持
)

前
二
首
で
声
は
空
間
を
均
一
的
に
満
た
し
て
お
り
、
従
っ
て
空
間
は
単

一
的
に
与
え
ら
れ
る
。
家
持
歌
は
前
景
と
背
後
の
分
節
が
な
く
、
空
間

の
深
さ
を
も
た
な
い
。
家
持
の
興
味
は
、

さ
を
鹿
の
朝
立
つ
野
辺
の
秋
萩
に
玉
と
見
る
ま
で
置
け
る
白
露

(
八
・
一
五
九
八
〉

の
作
が
、
戸
を
捨
象
す
る
こ
と
で
恒
但
す
る
絵
画
性
の
よ
う
な
方
向
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
〈
十
七
・
四

O
三
一
〉
の
処
理
は
、

(

出

)

を
語

日
本
古
典
文
学
大

拙
稿

ハ
沼
)

L 



系
『
高
葉
集
』
の
頭
注
に
従
う
。

(
お
)
川
端
善
明
氏
『
活
用
の
研
究

E
』

(
斜
〉
前
掲
別
稿
に
関
説
す
る
。

(
お
)
前
稿
第
四
節

ω。

(
部
)
大
野
晋
氏
『
日
本
語
を
さ
か
の
ぼ
る
』
に
こ
の
分
析
が
見
ら
れ
る
。

(
幻
)
左
注
の
例
を
除
く
。

(
犯
)
伊
藤
博
氏
『
高
葉
集
の
構
造
と
成
立
上
』
。

(
却
)
岩
波
古
語
辞
典
は
「
事
H
割
り
」
と
分
析
す
る
。

(
ぬ
)
芳
賀
紀
雄
氏
「
理
と
情
|
憶
良
の
相
到

l
」
(
『
高
葉
集
研
究

二
集
』
)
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
叫
)
民
国
新
開
局
版
『
毛
詩
鄭
筆
』
。

(
m
M
)

憶
良
も
同
様
の
認
識
を
記
す
(
五
・
八
六
八
序
)
。

(
川
町
)
、
(
叫
)
、
前
稿
第
四
節

ω。

の
解
し
方
に
従
う
。

第

葉

の

五
九



寓
葉
集
中
に
見
え
る
用
字
「
心
神
」
に
就
い
て

葉

片

々

に

え
る

一「
心
神
」

の
用
字
を
も
っ
歌
が
あ
る
。

天
平
ゴ
一
年
辛
未
秋
七
月
大

嘉
之
時
歌
六
首
(
の
う
ち
)

-
F
ホ
ナ
ダ
グ
ツ
ゐ
河
内
ム
巻
ノ
ト
オ
喬
へ
リ
シ

a
F
e
イ

マ

令

ネ

，

、

、

ー
、
遠
長
将
レ
仕
物
常
念
有
之
君
不
レ
座
者
心
神
毛
奈
思

(
巻
三
|
四
五
七

2 

レ
息
更
作
歌
五
首
(
の
う
ち
)

晶

Y-m
pイ
守

ス

ヲ

4
そ

ヲ

ト

ド

メ

カ

ネ

ヤ

マ

ガ

グ

家
伊
麻
須
吾
妹
乎
停
不
レ
得
山
隠
都
礼
情
神
毛
奈
思

資
人

(巻一一一
la--
四
七
一

ヤ

マ

ス

ゲ

ノ

ヤ

マ

ズ

テ

牟

Z
ヲ

オ

宅

内

カ

号

ア

グ

ノ

ヨ

ノ

ヨ

腎

ハ

ナ

キ

3
、
山
菅
之
不
レ
止
市
公
乎
念
可
母
吾
心
神
之
頃
者
名
寸

-， 
町、

JJ;、
、ーノ

(
巻
十
二
|
三

O
五
五
)

傍
線
部
分
は
、
近
世
(
『
玉
の
小
琴
』
所
引
田
中
道
麻
呂
説
、

六
O

に

い
て

L 

桜

智

以
降
コ
コ
ロ
ド
と
訓
ま
れ
て
い
る
。

4 
、す

伎キ伊イな
弥さ泥デわ
かa 多'ち
故ヨ υ

謀;若;
二品加カ

許"良'
己|ヨ乎'
呂~奈ナ

度"美a

雲;喜:
思γ 母宅

里'
為キ
豆テ

5 

妹4
乎'贈
不=云
ズ丹
ヨ比
エ家

歌

フ首

〈
巻
十
七
|
三
九
七
二
、
家
持
)

ネ
巷
冨
個
品
カ
タ
巷
也

6
、
敷

'〆ヘ
名ナ登
寸中九

四

七

(
巻
十
一
|
二
五
二
五
)

ト
リ
ヌ
ル

a
ヲ
カ
ゾ
へ
ム
ト
・
7
毛
へ
ド
を
ヨ
包
ノ
シ
ゲ
ギ
昌
司
h
L阿
川
巷

7
、
一
眠
夜
却
下
跡
難
レ
思
恋
茂
二
情
利
文
梨

(
巻
十
三
|
三
二
七
五
)

に
み
ら
れ
る
和
語
コ
コ
ロ
ド
を
「
心
神
」

に
該
当
す
る
も
の
と

「
情
神
」

て
コ
コ
ロ
ド
と
訓
ん
だ
も
の
で
あ
る
。



は
例
1
1
3
に
つ
い
て
、

も
り
な
き
「
心
神
」
は
心
・
身
の
活
動
を

に
す
る
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

単
に
「
心
」
と
か
「
情
」
と
か

か
れ
ず
に

「
心
神
」

「
情
神
」

か

「
心
神
」
の
本
来
の

を
妨
げ
ら
れ
た
状
態
は
、

「
乱
ニ
心
神
こ
と
も
表

れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
さ
う
し

の
意
味
が
感
ぜ
ら
れ
て
ゐ

現
さ
れ
る
。
例
C
で
あ
る
。
ま
た
、

「
乱
れ
」
の
様
相
を
具
体
的
に
述
べ
た
も

た

は
認
め
ら
れ
る

(
巻
三
|
四
五
七
番
歌
注
)

の

次
の
よ
う
な

A 心。例
;神。が
、悦、あ
J 完号、 ミ

。

と
述
べ
て
い
る
。

A 
こ
の
う
ち
「
心
神
」
に
つ
い
て
は
、
漢
土
に
そ
の
用
例
を
見
出
村
山

=
於
心
神
「
則
不
レ
信
レ
有
=
周
孔
於
在
背
吋

。
弥
レ

/ー、、
・咽

始
安
王
体
仁
伝
〉

右
の
「
萎

の

は

「
心
神
」
が
生
理
的

〆@、

a--
、

1
カ
ふ
れ
し

(
『
抱
朴
子
』

き
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

B 

去
邪
累
「
操
司

心
神
「
積
レ
行
樹
レ
功
、

累
レ
徳
増

、

乃
至
昌
白
日

こ
の
よ
う
に
、

「
心
神
」
は
心
と
身
体
の
全

に
あ
ず
か
る
も
の
の
よ

昇
天
、
長
一
一
生
世
上
↓

/ー、

転
苦L

44!釈
1:七老

非 5

う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
機
能
は
、
中
国
に
お
け
る
「
神
」
の
概
念
に
由
来

C 

人

意
造
相
親
。

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

子
之
故
一
欲
一
一
誰
因
↓

「
神
」
の

は
、
大
き
く
三
つ
に

ハ
2
V

さ
れ
る
と
い
う
。

〆ヘ
梁
。沈
約

L.. 

『
世
一
品

巻
四
三
楽
部
「
歌
」
)

て
宗
教
的
呪
術
的
意
義
に
お
い
て
祭
把
の
対
象
と
な
る
も
の
。

々
の

D
、
風

己
成
-
-
美
器
↓

羽
為
v
人
、
而
察
z
其
心
神
無
-
万
八
留
之
意
吋

「
与
-
一
戴
一
季
甫
-

、J

や
死
者
の

E 

二
、
宇
宙
開
の
、
或
い
は
宇
宙
そ
の
も
の
の
玄
妙
な
力
も
し
く
は

A
の
例
は
、

巻
六
、

「
心
神
」
が
く
も
ら
さ
れ
る
と
周
公
・
孔
子
が
存
在
し
た
と
い
伝、J

う
よ
う
な
明
白
な
事
実
を
す
ら
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
。

-， 
db 

三
、
心
の
奥
に
あ
っ
て
心
を
主
宰
し
生
命
あ
る
肉
体
を
主
宰
す
る

在
w
即
ち
、
今
日
普
通
に
「
精
神
」
の
語
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
れ
る
一

の
由
来
と
な
る
も
の
。

な
る
存

神
」
は
正
常
な
判
断
力
の
源
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。

B
で
は
、

「
心
神
」

る
の
は
、

「
神
」
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
現
実
の
心
的
活
動

漢
語
「
心
神
」
の
意
味
に

い
う
ま
で
も
な
く
第
三
の
意
の

を
明
ら
か
に
保
つ
こ
と
が
長
生
へ
の
手
段
で
あ
る
と
説
く
、
こ
の
よ
う
に
、
く

に
保
つ

を

に
見
え
る
用
字
「
心
神
」
に
就
い
て

六一



寓
葉
集
中
に
見
え
る
用
字
「
心
神
」
に
就
い
て

六一一

感
得
し
、
こ
れ
を
「
神
」
と
名
づ
け
た
。

感
情
等
の
漠
然
と
し
た
複
合
」
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
も
の
が
生
起
す

「
心
」
が
「
知
的
な
も
の
や
意
欲
や

ら
な
い
心
の
奥
底
に
秘
め
ら
れ
た
。
本
心
。

る
と
い
う
意
味
合
い
を
よ

で

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
も
ま
た
、
「
心
神
」
の
「
神
」
が
、

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

「
神
」
は
そ
れ
を
円
滑
に
作
動
さ
せ
る
力
で
あ
る
と
い

心
の
奥
に
あ
っ
て
そ
の
活
動
を
主
宰
す
る
根
源
の
も
の
で
あ
る
点
に
拠
る
と
み

っ
て
よ
い
。
ま
た
、

「
心
」
は
元
来
、
心
理
作
用
一

る
と
同
時
に

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

器
の
名
で
も
あ
る
。

「
心
」
を
主
宰
す
る
「
神
」
が
肉
体
(
「
形
」
)
の
主
宰

以
上
の
よ
う
に
、

「
心
神
」
は
、
心
に
あ
っ
て

く
も「
っす神
。、-'1-

の
性
質
の
ど

者
で
あ
る
と
い
う
ゆ
え
ん
は
、
右
の
よ
う
な
身
心
相
関
の
認
識
に
基
づ
く
で
あ

に
焦
点
を
あ
て
る
か
に
よ
り
い
く
つ
か
の

た
だ
し
、
「

恐
大
哀
。
五
者
接
レ
神
、
則
生
レ
虫
記
」
(
『
目

、
「
心
動
神
疲
」
(
『
千
字
文
』
)
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
神
」

一
方
、
上
代
知
識
人
の
手
に
成
る
散
文
中
に
も
漢
語
「
心
神
」
を
見
出
す
こ

ろ
う
。

と
。ヵ:
。で
。き
る

似
レ
懐
一
一
泰
初
之
月
刊

、
若
レ
披
ニ
楽
広
之
天
↓

氏
春
秋
』

の
主
宰
力
は
絶
対
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
も
「
心
神
」
の
性
格
は
「
神
」
に
拠

(
吉
田

五
)

な
主
宰
者
で
あ

。
仰
願
、
現
在
之
身
停
ニ
於
千
秋
之
林
「

於
万
春
団
吋

っ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
漢
語
「
心
神
」
は
、

「
神
」
が

「
お
心
」
の

る
と
い
う
両
者
の
密
接
な
関
係
か
ら
熟
語
化
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ

〈

5
〉

れ
る
。

。
伏
惟
、

飛
鳥
寺
僧
賢
証
)

、
道
済
一
五
地
途
「
神
遊
ニ
浄
国
引
見
在
郡
主
、
心
神
朗
慧
、

一一一
写
の
政
文

天
平
二
年

福
昨
無
窮
。

次
に
例
D
の
「
心
神
」
を
み
る
と
、
こ
こ
で
は
、
人
の
気
だ
て
や
気
質
を
意

(
元
興
寺
経
」
殴
文

天
平
十
二
年

、
藤
原
夫
人
)

味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
心
神
」
が
、

こ
の
よ
う
な
意
味
を
表
わ
し
得

旅
人
に
あ
て
た
吉
田
宜
の

に
み
ら
れ
る
例
は
、

「
心
」
と
同
義
と
い
っ

る
の
は
、
や
は
り
「
神
」
が
心
的
活
動
の
源
で
あ
る
こ
と
に
拠
る
で
あ
ろ
う
。

て
も
通
ず
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、

か
つ
て
古
川
幸
次
郎
氏
が
、

ま
た
、
例
E
で
は
、
具
体
的
な
心
的
活
動

即
ち
「
久
留
之
意
」

を
発

『
杜
甫
詩
注
』

(
第
三
冊
)
の
中
で
、

ー寸

府
新
画
山
水
障
歌
」
の
中

現
さ
せ
る
も
の
と
し
て
「
心
」
と
近
似
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

の
詩
旬
、

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
曹
公
に
仕
え
る
関
羽
の
、
表
面
的

か
ら
は
わ
か

画
師
亦
無
数

好
手
不
レ
可
レ
遇



、
。

対
レ
此
融
ニ
心
神
レ

(
傍
点

る
。
「
心
者
形
之
主
也
。
市
神
者
心
之
宝
也
。
」
(
『
准
南
子
』

「
形
者
生
之
舎
也
。
気
者
生
之
元
也
。
神
者
生
之
制
也
。
」
(
『
同
』

道
訓
)
、
「
精
神
安
ニ
於
形
↓
而
年
寿
得
レ
長
駕
。
」
(
『
呂
氏
春
秋
』
尽
数

篇
)
等
。

(

4

)

栗
田
直
射
「
『
心
』
と
『
神
』
|
上
代
シ
ナ
の
典
籍
に
於
い
て
l
」

(
『
中
国
上
代
思
想
の
研
究
』
所
収
)

(

5

)

菅
見
に
よ
れ
ば
、
「
心
神
」
と
熟
し
た
形
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
三
世
紀
。
用
例
は
、
ひ
ろ
く
詩
・
賦
な
ど
の
文
学
作
品
、
お
よ
び

仏
典
と
そ
の
注
釈
、
道
家
系
の
文
献
に
見
ら
れ
、
お
お
む
ね
儒
家
系
の

も
の
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

(

6

)

医
書
に
も
「
心
神
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
「
心
神
」

は
、
肺
神
・
肝
神
等
人
体
の
種
々
の
器
官
を
司
る
神
々
の
一
つ
で
あ

り
、
か
つ
視
覚
的
実
体
を
有
す
る
|
「
赤
城
童
子
也
」
(
『
上
清
黄
庭
内

景
玉
経
』
天
中
章
、
初
唐
梁
丘
子
注
〉
、
「
化
為
ニ
玉
女
こ
(
唐
胡
惜

『
五
蔵
六
府
図
』
)
|
。
以
上
の
点
で
や
や
特
殊
で
あ
る
。

(
7
〉
「
仰
資
、
(
略
〉
現
在
者
争
レ
栄
-
-
於
五
岳
「
保
=
寿
於
千
齢
ご
(
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
二
六
七
神
亀
五
年
〉
、
「
以
ニ
此
功
徳
「
慶
善
日

新
、
命
緒
将
石
倶
延
、
寿
算
与
ニ
恒
沙
一
共
遠
。
」
(
同
経
巻
二
三
二
天

平
十
一
年
〉
、
「
伏
願
(
略
)
聖
寿
恒
永
、
(
千
手
千
眼

経
天
平
十
三
年
)
等
。

、

失日
z 

竜
素
一

の
「
心
神
」
を

「
〔
心
神
〕

の
〔
神
〕

は
心
の
も
っ
と
も
崇
高
な
部
分
」
と
注

「
画
か
き
は
い
く
ら
で
も
い
る
が
上
手
に
は
お
目
に
か
か
ら
な
い
。
こ
の

、.、.

画
の
前
で
は
精
神
が
し
ず
ま
り
あ
な
た
の
美
術
の
重
厚
さ
を
さ
と
る
」

し

)
と
訳
さ
れ
た
の
は
、

「
心
神
」
の
語
に
お
い
て
は
、
既
述
し
て
き
た
よ

う
に
「
神
」
の
語
が
有
す
る

さ
・
崇
高
さ
。
と
い
っ
た

を
無
視

し
得
な
い
と
の
判
断
が
は
た
ら
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
心
神
開
朗
」
も
、

心
底
|
心
的
活
動
の
根
元
ー
か
ら
の
晴
れ
ば
れ
し
さ
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ

るよ
く
あ
る
福
寿
を

ま
た
、
写
経
政
文
に
み
え
る
「
心
神
」
を
含
む
対
句
は
、
こ
の
よ
う
な
文
に

う
も
の

ぜ
ら
れ
る
。

「
心
神
」
が
、

心
・
身
の
健
全

主
宰
す
る
中
枢
で
あ
る
こ
と
は

に
叶
う
。

以
上
か
ら
、

上
代
人
は
、

既
述
し
た
よ
う
な
意
味
用
法
を
も
っ
漢
語
「
心

神

の
表
記
に
と
り
こ
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

?注
、ーノ

「
情
神
」
の
用
例
は
、

府
嘉
遜
〉
の
他
、
異
同

出
せ
な
い
。

(

2

)

津
田
左
右
吉
『
日
本
の
神
道
』
(
第
一
章
)
昭
和
二
四
年
、
等
参
照
。

(

3

)

具
体
的
な
記
述
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

の「
あ遊
る気
若天
干衝
の、

例情。
を神。
除遼
い面
てよ
は
ほ q
と抱
ん朴
ど子
見』

L.. 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
学
生

高
葉
集
中
に
見
え
る
用
字
「
心
神
」
に
就
い
て

六一ニ



報
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六
四

三
首

井
村
哲
夫
氏

桜
井

。

想

会

講
演
会
終
了
後
、
そ
の
名
も
ゆ
か
し
い
」
に
て
開
宴
。
丁
度
ラ

ッ
シ
ュ
時
に
か
か
っ
た
た
め
大
学
か
ら
会
館
へ
の
移
動
に
時
間
が
か
か
り
、
開

宴
時
聞
が
少
々
遅
れ
は
し
た
が
、
渡
辺
護
氏
の
司
会
で
な
ご
や
か
に
か
つ
ス
ム

ー
ズ
に
宴
は
進
行
。
今
回
は
若
い
研
究
者
の
参
加
が
多
く
、
活
気
に
あ
ふ
れ
、

酒
類
が
す
ぐ
無
く
な
る
た
め
、
ウ
ェ
イ
タ
l
は
多
忙
を
極
め
て
い
た
。
寓
葉
学

会
の
将
来
が
楽
し
み
だ
、
と
は
某
酒
好
き
の
年
長
者
の
弁
。
懇
親
の
実
の
大
い

に
あ
が
っ
た
会
で
あ
っ
た
。

第
二
日

。
研
究
発
表
会
(
午
前
十
時
J
午
後
五
時
〉

巻
十
一
・
十
二
の
民
謡
的
性
格

j報;

i告 j

O
昭
和
六

第
一
日

。
公

大
会
(
十
月
二
十
六
日
J
十
月
二
十
七
日
〉

ハ
午
後
一
時
半
J
五
時
)
於
国
学
院
大
学
百
周

国
学
院
大
学
学
長

挨
拶
講
演大

京

都

府

立

大

学

教

授

東

歌

の

世

界

国

学

院

大

学

教

授

上

代

文

学

一

斑

学

会

代

表

ア
ゲ
マ

来
聴
者
五
百
余
名
。
久
し
ぶ
り
の
一
学
会
の
箱
根
越
え
で
あ
り
、
東
の
人

人
の
参
集
の
具
合
は
如
何
な
る
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
来
拙
者
は
列

を
な
し
、
国
学
院
大
学
の
百
周
年
を
記
念
し
て
建
造
し
た
と
い
う
大
講
堂
も
満

席
の
状
態
で
あ
っ
た
。
井
村
、
桜
井
両
氏
と
も
最
も
得
意
と
す
る
テ
l
マ
で
の

ご
講
演
で
あ
り
、
組
蓄
深
き
中
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
内
容
で
、
来
聴
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
学
会
代
表
小
島
憲
之
氏
の
ご
講
演
で
は
、
深
い
学
識

の
一
端
を
披
露
さ
れ
つ
つ
「
小
島
学
」
と
も
称
す
べ
き
ご
自
身
の
学
を
明
ら
か

に
さ
れ
、
今
日
の
一
部
の
学
問
研
究
の
在
り
方
を
鋭
く
批
判
し
、
聞
に
携
わ

る
者
の
自
省
を
う
な
が
さ
れ
た
。

講
演
に
先
立
っ
て
の
吉
川

だ
い
た
関
係
者
を
代
表
し
て

た

国
学
院
大
学
大
学
院

高
葉
集
巻
十
四
の

に
つ
い
て

東
京
大
学
大
学
院

品
目
悦
一
氏

遊
猟
の

歌

人
麻
目
と
漢
文
学

大
東
文
化
大
学

の
「
モ
」
の
仮
名
に
つ
い
て岡
山
大
学
大
学
院

辰
巳
正
明
氏

山
本
善
直
氏

コ
一
野
王
と
馬
と

深
遠
の
報
贈

神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
藤
原
茂
樹
氏

高
葉
集
巻
二
・
九
三
、
九
四
番
歌
に
つ
い
て
|
|

大
阪
市
立
大
学
村
田
正
博
氏

の
ご
挨
拶
は
学
会
開
催
に
ご
尽
力
い
た

で
あ
り
、
の
あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ

人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
試
論

東
京
女
子
大
学

岩
下
武
彦
氏



だ

。

県

立

さ

き

た

ま

資

料

館

で

は

、

の

と

こ

ろ

の

た

め

に
特
に
入
館
を
許
可
下
さ
り
、
稲
t

山
古
墳
出
土
辛
亥
銘
を
中
心
と
す
る

貴
重
な
出
土
物
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
修
理
を
了
え
て
展
示
さ
れ
て
い

る
鉄
剣
は
象
械
の
金
の
輝
き
も
あ
ざ
や
か
で
、
文
字
を
追
う
諸
氏
の
限
は
真
剣

で
あ
っ
た
。
健
脚
を
誇
る
何
名
か
の
者
は
、
の
ど
か
な
古
墳
公
園
の
夕
暮
れ
を

横
切
っ
て
稲
荷
山
古
墳
に
登
頂
、
さ
ら
に
二
、
三
の
古
墳
を
征
服
し
て
悦
に
入

る
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
も
見
ら
れ
た
。
新
宿
に
着
く
頃
は
す
っ
か
り
日
暮
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
が
、
折
し
も
満
月
の
夕
べ
で
、
ピ
ル
の
谷
聞
に
較
々
と
月
の
照
ら

す
異
様
な
光
景
は
、
東
京
の
学
会
の
っ
て
美
し
か
っ
た
。

の
助
詞
カ
と
ヤ
に
つ
い
て

学
習
院
大
学
大
野
晋
氏

発
表
者
の
方
々
に
二
百
部
余
り
の
レ
ジ
ュ
メ
を
ご
用
意
い
た
だ
い
て
い
た
け

れ
ど
も
、
予
想
外
の
多
数
の
参
会
者
の
た
め
レ
ジ
ュ
メ
が
足
り
な
く
な
り
、
国

学
院
の
方
の
ご
好
意
に
よ
り
急
速
数
十
部
の
コ
ピ
ー
を
用
意
し
た
が
、
そ
れ
も

す
ぐ
さ
ま
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
。
参
会
者
は
三
百
名
を
起
し
た
。
質
疑
応
答

も
活
発
で
、
百
周
年
記
念
講
堂
に
は
終
日
熱
気
が
こ
も
っ
た
。
最
後
に
お
な
じ

み
の
小
島
憲
之
先
生
の
適
切
な
ご
高
評
も
あ
り
、
誠
に
有
意
義
な
一
日
で
あ
っ

た
。
折
口
信
夫
、
武
田
祐
吉
の
両
先
学
も
、
今
日
の
寓
葉
学
会
の
隆
盛
を
黄
泉

国
で
さ
ぞ
か
し
嘉
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

第
三
日
研
究
椋
行
〈
さ
き
た
ま
の
秋
を
行
く
〉

新
宿
駅
西
日
安
田
生
命
ピ
ル
前
〈
午
前
八
時
三
十
分
出
発
〉
川
越
市

氷
川
神
社
(
人
麿
神
社
・
人
麿
像
・
綾
部
家
系
図
な
ど
見
学
〉
|
「
武

蔵
野
に
占
へ
か
た
や
き
」
の
歌
碑
|
|
八
初
音
屋
に
て
昼
食
〉
|
行
田

市
埼
玉
、
小
埼
玉
、
埼
玉
の
津
|
|
前
玉
神
社

l
l埼
玉
県
介
さ
き
た
ま

資
料
館
(
特
別
見
学
)
|
|
稲
荷
山
古
墳
|
|
新
宿
駅
(
午
後
六
時
頃
解

散〉

さ
き
た
ま
の
国
つ
御
神
の
さ
き
は
ひ
に
よ
っ
て
、
天
気
は
快
晴
。
一
行
八
十

余
名
は
二
台
の
貸
切
パ
ス
に
分
乗
、
一
号
車
は
跡
見
学
園
短
期
大
学
の
高
橋
六

二
氏
の
、
二
号
車
は
桜
井
満
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
ご
案
内
に
よ
っ
て
秋
の
高
葉
故
地

を
巡
っ
た
。
川
越
の
氷
川
神
社
で
は
、
ビ
デ
オ
テ
レ
ピ
に
よ
る
人
麿
神
社
の
説

明
を
受
け
た
後
、
人
麿
像
・
綾
部
氏
系
な
ど
を
拝
観
す
る
と
い
う
新
形
式
に

一
か
さ
れ
た
が
、
神
社
か
ら
の
ど
に
よ
る
お
茶
の
接
待
に
心
な
ど
ん

。

報

告

六
五



昭

和

六

十

一

年

度

園

大

会

当
学
会
昭
和
六
十
一
年
度
全
国
大
会
を
、
大
阪
女
子
大
学
と
の

り
、
左
記
の
日
程
で
田
催
す
る
予
定
で
す
。

昭
和
六
十
一
年
十
月
十
八
日
〈
土
〉

J
十
月
二
十
日
(
月
〉

第
一
日
十
月
十
八
日
公
開
講
演
会
・
懇
親
会

第
二
日
十
月
十
九
臼
研
究
発
表
会

第
三
日
十
月
二
十
日
研
修
旅
行

研
究
発
表
者
募
集

昭
和
六
十
一
年
度
高
葉
学
会
全
国
大
会
で
の
研
究
発
表
者
を
首
盈
し
ま
す
。

内
容
上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

時
間
三
十
分
(
発
表
時
間
二
十
五
分
、
質
疑
応
答
五
分
)

応
募
締
切
六
月
三
十
日

発
表
ご
希
望
の
方
は
、
題
目
・
氏
名
・
所
属
を
明
記
の
う
え
、
要
国

〈
八
字
以
内
〉
を
添
え
て
、
学
会
本
部
宛
に
お
申
込
み
下
さ

予

fu 
p 

予:

六
六

よ



一

絹

会

木

弁

橋

井

入新

青

石

石

今

会

員

名

補

訂

氏 名 一

会

住

名 補町

寸. 所 電話番号

周平

石

越

大

大

大

虫~ 175 

子 514-01

夫 274

227 横浜市緑区荏田町353ー 1 江田ピレジB 907 

治 370 高崎市貝沢町471 1 サンハイツ313

区高島平8 18 8 石田荘101

045-911-8717 

0723-63-4078 

一身田豊野85

台町21 0474-65-3234 

真一 700 岡山市津島笹が瀬9 1 

喜文 401 山梨県大月市大月 2 9 34 0554-22-6263 

岡 久生 213 神奈川県川崎市宮前区野川3013 044-788-7150 

岡 守 560 豊中市万根山637

荻原千鶴 223 横浜市港北区箕輪町591 1 401 044-62-0616 

金沢女子
大学図

北崎国昭 606 京都市左京区岩倉上蔵町161 第2北山病院内

北村

久保

183 府中市押立町2 1 1 車返団地 1 16 304 0423-63-6973 

勲 599-02大阪府泉南郡阪南町貝掛102-167

黒田 徹 271 松戸市極野口724

小松龍平 618 京都府乙訓郡大山

0473-64-8333 

円明寺

佐々寿満子 158 

佐々木徹 176

西法寺 1 13・3 401 

都世田谷区深沢町6 24 9 

一 日町 1 26 1 

03-702-3052 

03-999-'2143 

422 静岡市池田1769
"...ア判ノ、ー「ド耳園長同

島 田敬博 516 伊勢市中之町109 上田方

城崎陽子 272 市川市市川 4 13 18 鈴荘1 2 

杉山あやめ 166 東京都杉並区堀ノ内3 33 12 03-312-0984 

田中一光 116 東京都荒川区東尾久8 29 17 

高原利好 001 札幌市北区麻生町3 7 14 

田真弓 182 調布市富士見町3 21・1 502 0424-82-0692 

六 並木宏衛 359 所沢市小手指町3 16 小手指ハイツJ 104 0492-49-7520 

七服部晴佳 663 西宮市上大市 1 9 8 ONハイツ202 0798-52-1014 

浜田睦雄 787 高知県中村市丸ノ内23 職員住宅

田貞義 020-01盛岡市東松園1丁目25 10 0196-62-4314 

フエリス
大学図

福沢

231 横浜市中区山手町37

健 270-01流山市富士見台 1 3 29 0471-53-1543 



有木

守市野中4丁目676 5 3 A 

京都市北区小山下総町47 2 

西宮市津門大塚町 2 33 813 

京都市左京区下鴨半木町 京都府立大学文学部内
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。

、
文

一
、
本
会
は
随
時
、
に
関
す
る

献
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
.

一
、
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
曲
目

む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

便
番
号
五
六
五
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

昭
和
六
十
一
年
二
月
十
五
日
印
刷

昭
和
六
十
一
年
.
一
月
-

a

十
日
発
行

言2

後

<> 
お

。
六
十
年
度
の
東
京
で
の
学
会
全
同
大
会
の
余
韻
も

さ
め
や
ら
ぬ
ま
ま
に
六
十
一
年
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
の
節
に
は
、
開
催
校
の
桜
井
満
教
授
を
は

じ
め
と
す
る
国
学
院
大
学
の
諸
先
生
方
、
ま
た
研

修
旅
行
の
ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
跡
見
学
園
短
期

大
学
の
高
橋
六
二
教
授
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
諸
先

生
方
の
下
で
労
を
惜
し
ま
ず
協
力
し
て
く
れ
た
学

生
諸
氏
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。
何
時
も
の
こ
と

な
が
ら
、
学
会
に
対
す
る
皆
様
の
ご
好
意
、
ご
配
慮

に
は
格
別
の
も
の
が
あ
り
、
有
難
い
次
第
で
す
。

O
本
号
に
は
、
学
会
の
ご
講
演
者
の
井
村
哲
夫
氏
か

ら
、
早
速
に
原
稿
を
頂
戴
し
、
巻
頭
を
飾
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
年
内
に
刊
行
す
る
は
こ
び
と
な

ら
な
か
っ
た
の
は
編
集
子
の
責
任
で
は
あ
り
ま
す

が
、
原
稿
の
集
ま
り
が
良
く
な
い
こ
と
も
原
凶
の

一
つ
で
す
。
会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
ご
投
稿
を
切

に
望
み
ま
す
。

。
内
田
賢
徳
氏
の
力
作
は
か
な
り
の
・
長
編
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
論
の
内
容
上
一
挙
掲
載
に
踏
み
切
り

ま
し
た
。
「
投
稿
規
定
」
に
は
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
三
十
枚
限
度
と
規
定
し
て
あ
り
ま
す
が
、
内
容

に
よ
っ
て
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
割

掲
載
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
ず
か
ら
、
ど
し

ど
し
意
欲
作
を
ご
投
稿
下
さ
い
。

。
二
年
間
の
責
任
期
間
は
長
く
も
あ
り
川
く
も
あ

り
、
今
号
で
編
集
長
を
パ
ト
ン
タ
ッ
チ
い
た
し
ま

す
。
新
編
集
長
の
渡
辺
護
氏
は
人
一
倍
本
学
会
に

対
す
る
熱
a

忌
の
強
い
方
で
す
。
会
員
諸
氏
の
ご
協

力
の
も
と
、
渡
辺
氏
の
熱
意
に
よ
っ
て
一
層
県
か

で
水
準
高
い
「
高
葉
」
誌
が
編
ま
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

最
後
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
諸
氏
の
こ
れ
ま
で

の
ご
助
力
に
対
し
厚
く
御
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

(
坂
本
信
字
)

ー

・

雑

誌

の

て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
い
い
た
し
ま
す
。

(
誌
代
を
含

投

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

て
内
容
は
寓
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の

文。
一
、
分
量
一
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内〉。

て
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
乙
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。首
高

藁

串

曾

会

則

て
本
会
は
蔦
葉
皐
舎
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
ζ

と
が
で
き
る
。

て
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
高

葉
」
を
発
行
す
る
・

大

阪

府

吹

田

山

東

三

丁

目

一

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

8
0
一一一八八
i
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五
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之
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編
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